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テーマを風景・生活・行事・人等神田にちなんだ写真を募

集しましたところ、二十六点の作品のご応募がありまし

た。文化祭（作品展示）の来館者に投票いただき受賞者が

決まりました。（なお銀賞については同数が３名でした。） 

神田のいいところ 

フォトコンテスト★結果発表★ 

作品総数13点、年少から小学6年生までご応募いただき 
ありがとうございました。どの作品も力作で、11月1日 
～8日開催の文化祭（作品展示）にて来館者の投票により 
入賞者が決まりましたので発表いたします。  
☆金賞☆小八木莉り 桜お さん（小２） 
                      タイトル「私のおじいさん」 

 
☆銀賞☆伊藤 遥は 絆な さん（年長） 

タイトル「汽車に乗れて楽しい」 
 
 
 
 
 
 ☆銅賞☆後藤 結ゆ 南な さん（小３）     タイトル「貝殻」 

☆金賞☆小八木雷太ら い たさん 
タイトル「せぇーの！！！」 

☆銀賞☆茂森 基も と弘ひ ろさん 
タイトル「夜の北陸縦貫道」 

☆銀賞☆辻川 原藏げんぞうさん 
タイトル「神田溜鯉（恋？）の季節」 

☆銀賞☆伊藤 忠司 ただしさん 
タイトル「なかよし、コミュニケーション」 

ましては、皆様もご存じのとおり長

浜市が約四千万円の予算を掛け事

前調査が始まり、昨年末には県への

申請というところまできました。ス

マートインターありきではありませ

んが、インフラ整備はまちづくりの

大きな起爆剤となります。そして南

長浜を発展させるべく西黒田地区・

田村地区・神田地区とで昨年十月

に「南長浜地域のまちづくりを推進

する会」が発足しました。コロナ禍で

テレワークが広がり都市集中の社会

構造に疑問が持たれるようになり、

会社に集まって仕事をするのが当た

り前の社会から在宅勤務の方が企

業のリスクが少ないことも判ってき

ました。この南長浜地区は、大きな

ポテンシャルを持った地域です。①自

然災害が少ない〈台風の被害が少な

い〉②駅が近い特に新幹線の駅もあ

る③スマートインターができれば高

速道路とのアクセスは最高です。リ

スク分散を考える企業なら社員の

移住先として最高の候補地ではな

いでしょうか。「災い転じて福とな

す」の例えではないですが、コロナの

昨年を嘆くのではなく明るい神田

地区の未来に向けて町民みんなで

希望を持って進んでいきましょう。 
 

最後になりましたが、本年が皆様

方にとりまして最善の年となりま

すことを祈念いたしまして、新年の

ご挨拶とさせていただきます。 

  新年のご挨拶 
  神田地区まちづくり協議会 

会長 
藤居 
徳昭 

 

新年明けましておめでとうございま

す。昨年は、誰もが今までに経験した

ことのない一年でした。新型コロナに

よって世界中が振り回され、私どもの

神田地区におきましてもまちづくり

としての各種行事を行うことができ

ませんでした。町民相互のコミュニケ

ーションとふれあいの場の提供ができ

なかったことが残念でなりません。 今

年こそは「盆踊り」「敬老会」「運動

会」「文化祭」にて触れ合いの場を持

てることを切に願います。 
 

さて、こんな中でも各役員の方々
並

びにまちづくりセンター職員の皆様に

は、いろいろとご苦労頂きありがとう

ございました。七月と九月のグラウン

ド除草は密を避ける為、自治会長様

と職員の方々
のみで行って頂きまし

た。 
 

しかしながら、暗いことばかりではあ

りません。神田地区の未来に向けて

進めるべきことは確実に前進してお

ります。昨年六月に立ち上がりまし

た「まちづくりセンター建設準備委員

会」では、長浜市との打ち合せを含め

十数回の会合を行いました。町民の皆

様への説明も近々
できるかと思いま

す。また、神田スマートインターにつき

〜⼒強さが伝わりますね〜 

〜細かいところまで描かれてますね〜 

〜⾊使いがきれいですね〜 
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「南長浜地域のまちづくりを推進する会」 
  

十
月
二
十
五
日 

設
立
総
会
開
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長浜市南部地域の活性を図る上で重要な機能・

役割を果たす神田スマートインターチェンジの設置

や県・市道等及び周辺の発展と、それらを核とした

新たな南長浜地域のまちづくりを推進することを

目的として「南長浜地域のまちづくりを推進する

会」を西黒田地区、神田地区、田村町より委員を選

出いただき、発足する運びとなりました。会長・藤

居徳昭氏（神田）副会長武田了久氏（西黒田）副会

長辻村忠嗣氏（田村）に就任いただきました。今後

南部地域活性化に向けてそれぞれの 

地域が共に考えながら、よりよい地域 

となるように手と手を取り合い進めて 

いきます。 

神田まちづくりセンター建設準備委員会より 
 6 月からのべ、11 回の委員会にて協議を重ね、神田にふさわしいそして 
“神田らしさ”を生かしたまちづくりセンターとするため基本コンセプトを策定しました。 
〇基本コンセプト「誇れる地域資産と一体となった楽しい時を味わえる施設」 
  それを可能にするために、以下の６つの観点から取り組みます。 
①地域のアイコンとして、多くの人を魅了する場 
  ☆気持ちよくサークル活動や個人活動ができる施設☆ 
②四季折々の自然（神田山・グラウンド・神田ため池など）を五感で感じられる場 
  ☆神田山やグラウンド等外部とのつながりを気楽に楽しめる施設☆ 
③幅広い世代の多様な人々が気楽で快適に活用できる場 
  ☆今以上に“神田らしさ”を感じられ長浜市内外から多くの人に 
  気軽にそして快適に利用してもらうことができる施設☆ 
④デジタル時代を先取る多様な活動のできる場 
  ☆オンラインという新しいつながりを生み出すことを可能にする施設☆ 
⑤災害時の避難所となる安心・安全な地域の拠点となる場 
  ☆避難所として十分に運営できる機能☆ 
⑥地域の歴史や自然に配慮した場 

地域の資産神田山とグラウンド 

～癒 しの光 を～  神 田 イルミネーション 

市内外から園児が遊びに来ます 
毎年恒例の町民運動会 

〇『建物については、平屋建て。場所は上記コンセプトを満たす現在の施設
と同様南向きで神田山の眺望や町民グラウンドとの一体化を図る場所。そし
て利用者動線を配慮して県道から建物入口までの距離は可能な限り短く。』
と考えております。これらのことを「神田まちづくりセンター整備基本構想」と
して 12 月 25 日市長に提出いたしました。 

豆から淹れます コーヒーサロン 
 神田山を眺めながら“ほっと一息”至福の一杯を楽しんで
もらおうと「コーヒーサロン」を再開しております。 
 当サロンのマスター木田 敦（栄町）さんが、こだわりの豆
をハンドドリップで丁寧に淹れてくださいます。近ごろは常
連さんもちらほらと増えてきております。 
 来年も月 1 回のペースで開催いたしますのでお越しくだ
さい。（詳細は回覧にて案内いたします）なお、当サロンは
感染対策をしながら開催しております。 

手作りの看板 
       

中川眞澄（北町）さん作 

 

こころ揺さぶられるニュース

が多い昨今、少しでも皆さんが

暖かい気持ちになれるように、 
     

まちづくりセンター前に 
      

イルミネーションを飾り 
      

ました。 冬の夜に癒し   
      

の時間になればと。 


